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?．はじめに
中学校技術・家庭科においては、高度情報通信社会の進展を踏まえ、情報活用能力を育成する観
点から、コンピュータの活用に必要な基礎的・基本的な内容を実践的・体験的な学習活動を通して
指導するとされている??。また、高速インターネット回線や携帯電話等の普及により、情報通信ネッ
トワークの利用は身近なものとなってきており、インターネットや電子メールの利用機会が飛躍的
に多くなっている。それに伴い、児童生徒が情報通信ネットワークの利用による問題、犯罪やトラ
ブルに巻き込まれる事例も数多く報告されている。
こうしたことから、学校においては単にコンピュータやインターネットを活用する知識や技能の
定着を図るだけでなく、情報を扱う際のルールやマナーの必要性、情報に対する責任について考え、
望ましい情報社会の創造に参画しようとする態度を育成する、情報モラルの指導が重要になってき
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ている。
情報モラルの指導に関わる教育用の資料は、文部科学省をはじめ関係機関により、提示教材や指
導資料、授業展開例などが作成され、学校現場で活用されるようになってきている??。教科「情報」
における情報モラルの指導での指導の枠組を示す研究??も見られるが、その効果を示す実践例は今
のところ見あたらない。
技術科における情報モラルの指導方法については前述の資料??の授業展開例などに多くの指導事
例が見られる。学校現場における情報モラルの指導で生徒を評価する場合には、知識や技能面につ
いて具体的な評価規準で評価することが多い??。しかし、情報モラルの定着には、情報活用に関する
興味・関心や情報モラルを守る態度などの育成も大切であるが、技術科の指導に伴う中学生の意識
の変容も含めて、生徒やその指導を適切に評価した事例は余り目にしない。
そこで、本研究では、情報活用能力の育成や情報モラルの指導の工夫、改善に役立てていくため、
中学生の情報活用に関する意識を知るための調査紙を作成し、それを用いて中学生の意識の傾向を
探った。さらに、技術科における学習活動や学習形態、学習過程を工夫した情報モラルの授業で、
生徒の意識調査と生徒作品の評価を継続的に行い、指導の効果や技術科における情報モラルの指導
の留意点について検討しようとした。
?．中学生の情報活用に関する意識の傾向
２．１ 調査紙の作成
新「情報教育の手引き」??、中学校学習指導要領解説―技術・家庭編―??から、観点別評価規準の 4
観点、技術・家庭科、情報とコンピュータの学習内容を参考にして、情報活用に関する内容を抽出
し、表 1の 45項目 5件法の調査紙を作成した。
次に、これを用いて平成 17年 7月に群馬県内の公立中学校 5校で、情報に関連した授業後に第 1
回目の調査を実施し、1,261名の生徒から回答を得た。その結果を基にして、相関関係の高い、似通っ
た質問や、次に示す因子分析から得た因子負荷量が比較的小さい質問を削除して、表 2のような 22
項目の「情報活用尺度」に精選した。なお、インターネットの利用、携帯電話の保有状況も同時に
調査するので、第 6因子の質問項目を除いた第 1～第 5因子の全 20の質問項目で実施した。これを
「情報活用に関する意識調査表」と呼ぶ。また、生徒による回答方法は情報に関連した授業後に CGI
プログラムによる、Webアンケート方式で行った??。調査結果の分析は、先行研究????で用いた統計
的処理の手法を取り入れた。
２．２ 因子分析結果
各質問項目の 5件法による回答、5：あてはまる、4：ややあてはまる、3：どちらともいえない、
2：あまりあてはまらない、1：あてはまらない、のそれぞれに 5点～ 1点までの回答得点を与えた。
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表１ 第 1回目の調査質問項目 45項目
No. 質 問 項 目
a 1 コンピュータを操作するのが好きです
a 2 コンピュータやインターネットを有効に活用する方法を知っています
a 3 携帯電話で情報をよく集めます
a 4 インターネットの情報は信頼できます
a 5 キーボードを見なくても入力できます
a 6 インターネットをよく利用します
a 7 インターネット上でいろいろな問題が起きていることを知っています
a 8 コンピュータやインターネットのしくみに興味があります
a 9 正確な情報を発信することが大切です
a 10 将来コンピュータやインターネット関連の仕事に就こうと思います
a 11＊ コンピュータやインターネットで生活が便利になります
a 12＊ 音楽 CDやゲームソフトなどを友達に貸してお金をとってもよい
a 13 インターネットの情報を工夫して活用します
a 14 電子掲示板や電子メールで友達をつくりたいです
a 15 コンピュータで計算処理やグラフ作成ができます
a 16 情報を収集するときにコンピュータやインターネットは役立ちます
a 17＊ 著作権を取得するには登録が必要です
a 18 問題を解決していくときにコンピュータやインターネットは有効です
a 19 コンピュータを利用して情報を処理し、表現することに興味があります
a 20 コンピュータやインターネットのしくみを説明できます
a 21 自分の作品や写真を公開（発信）して、見てもらいたいです
a 22 コンピュータやインターネットを生活に役立てたいと思います
a 23＊ 偽ブランド品や海賊版 DVDとわかっていても買うと思います
a 24 インターネットによる情報発信の方法を説明できます
a 25 電子メールで情報のやりとりをします
a 26＊ コンピュータやインターネットは生活に役立たない
a 27 インターネットで買い物をしてみたいです
a 28 学校での出来事、家庭でのことなど、インターネットで公開したいです
a 29＊ 漫画や TVのキャラクターをコピーして配ってもよい
a 30  Webページ（ホームページ）の情報は役に立つと思います
a 31  Webページ（ホームページ）を有効に活用する方法を知っています
a 32 コンピュータ内部の構成や情報処理のしくみを説明できます
a 33 コンピュータで画像を編集できます
a 34 自分の考えや意見を公開（発信）したいです
a 35＊ インターネットで知り合った人は信じられます
a 36 相手の気持ちを考えて情報発信することが大切です
a 37 インターネットで懸賞に応募してみたいです
a 38＊ インターネット上に自分や他人の個人情報を書き込んでもよい
a 39＊ 音楽 CDや DVDソフトなどは、コピーして配ってもよい
a 40 インターネットの接続方法やネットワークのつながり方を説明できます
a 41 いろいろな人と協力するときにコンピュータやインターネットは有効です
a 42 コンピュータで文章を作成できます
a 43 インターネットを利用するときのルールやマナーを守ろうと思います
a 44 コンピュータでデータベースの作成ができます
a 45 インターネットで音楽や映像を聴いたり、見たりしたいです
＊：逆転項目
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否定的な内容（不適切な事項）を問う項目については、回答得点を逆転させた。
質問への回答得点に対して、統計パッケージ SASを使用して因子分析（バリマックス回転）を行
い、固有値等を参考にして表 2に示す 6因子を抽出した。
２．３ 第２回目の調査の実施について
第 2回目の調査は群馬県内の国公立中学校 11校において平成 17年 10月～12月の期間に「情報
活用に関する意識調査表」を用いて実施した。技術・家庭科の情報に関連した授業を受けている中
学生を対象とし、情報とコンピュータの授業の中でWebアンケート方式により、意識調査を実施し
た。延べ 1,339名の生徒から回答を得た。なお、回答学年、学習内容は各学校の実状により異なる。
２．４ 中学生の情報活用に関する意識の状況
平成 17年 7月 1,261名、10月 1,339名の回答結果をみると、被験者や学習内容が異なるので、時
表２ ?情報活用に関する意識調査」質問項目と因子分析結果
因 子 ・ 質 問 項 目 因子負荷量 α
因子 1：情報の有効活用への意欲
a 41 いろいろな人と協力するときコンピュータやインターネットは有効 0.68408 0.76
 
a 16 コンピュータやインターネットは情報を集めるときに役立つ 0.67464
 
a 22 コンピュータやインターネットを生活に役立てたい 0.67023
 
a 18 問題を解決していくときにコンピュータやインターネットは有効 0.66681
 
a 30 Webページの情報は役立ちます 0.63670
因子 2：情報活用の知識・技能
a 20 コンピュータやインターネットの仕組みを説明できる 0.76871 0.65
 
a 15 コンピュータで計算処理やグラフ作成ができる 0.69832
 
a 31 Webページを有効に活用する方法を知っている 0.67135
 
a 10 将来コンピュータやインターネット関連の仕事に就きたい 0.39308
因子 3：情報モラルの理解
＊ a 39 音楽 CDや DVDソフトなどコピー配布してよい 0.82288 0.69
＊ a 29 漫画、TVのキャラクターをコピー配布してよい 0.81803
＊ a 38 インターネット上に自他の個人情報を書き込んでよい 0.60848
＊ a 23 偽ブランド品、海賊版 DVDを購入してしまう 0.40294
因子 4：情報モラルを守る態度
a 36 相手の気持ちを考え情報発信することが大切 0.69038 0.58
 
a 43 インターネットを利用するときのルールやマナーを守ります 0.63764
 
a 9 正確な情報を発信することが大切です 0.60705
＊ a 12 音楽 CD、ゲームソフトなどの有償貸与はよい －0.47574
因子 5：情報の送受信への興味・関心
a 28 学校、家庭の出来事をインターネットで公開したい 0.72666 0.64
 
a 21 自分の作品、写真を公開し見てもらいたい 0.70139
 
a 14 電子掲示板、電子メールで友達をつくりたい 0.68078
因子 6：情報の送受信の状況
a 3 携帯電話でよく情報を集めます 0.77723 0.56
 
a 25 電子メールで情報のやりとりをします 0.71277
（表中質問内容を一部省略・変更して表示）。α：クロンバックのα係数。＊：反転項目
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間の推移による効果を厳密には検討できないが、図 1のように、7月と 10月ではほぼ同様の傾向を
示している。回答得点の平均値は、因子 4「情報モラルを守る態度」、因子 3「情報モラルの理解」、
因子 1「情報の有効活用への意欲」の 3つの因子で比較的高い数値であった。また、因子 5「情報の
送受信への興味・関心」、因子 2「情報活用の知識・技能」では比較的低い数値であった。
これらの結果から、ほとんどの生徒が、情報を有効に活用しようとする意欲が高く、情報モラル
に関する理解や態度の意識も高いが、情報を送受信することやコンピュータやソフトウェアの知識
や技能にかかわる意識が低いことが認められた。
２．５ 学年による意識の違い
平成 17年 7月の回答結果を学年別にみると、図 2のように、学年が上がるにつれて僅かな差は認
められるものの、全体的にはほぼ同様の傾向がみられた。
因子 1「情報活用への意欲」、因子 2「情報活用の知識・技能」、因子 4「情報モラルを守る態度」
では、僅かではあるが、学年が上がるにつれて数値が高くなった。因子 3「情報モラルの理解」では、
第 2学年の数値がわずかに低くなった。因子 5「情報の送受信への興味・関心」では、学年が上がる
につれて数値が低くなった。
これらの結果から、中学生は情報に関する授業により、情報活用の意欲や知識・技能、情報モラ
ルを守る態度については、学年が進むにつれて少しずつ意識が高まり、一方で、情報の送受信への
興味・関心については、意識が低下していくことが分かった。情報モラルの理解については、第 2学
年で最も意識が低下しているが、日常生活や学校のきまりなどについても、第 2学年の生徒の意識
が下がる傾向が認められるので、その影響が現れていると思われる。
図１ 中学生の情報活用に関する意識
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２．６ 情報機器保有の影響
家庭でのインターネットの接続状況、携帯電話の保有状況により、平成 17年 7月の第 1回目の調
査の 1,261名の生徒を以下の表 3のような 4グループに分けて分析した。
表３ 分析グループ
IN無・携無(195名) ・家庭でのインターネット利用がなく、個人の携帯電話を保有していない生徒
IN無・携有(140名) ・家庭でのインターネット利用がなく、個人の携帯電話を保有している生徒
IN有・携無(471名) ・家庭でのインターネット利用があり、個人の携帯電話を保有していない生徒
IN有・携有(455名) ・家庭でのインターネット利用があり、個人の携帯電話を保有している生徒
図 3のように、因子 1「情報の有効活用への意欲」では、携帯電話の保有の有無よりも、インター
ネット接続の有無の影響が大きく、家庭でインターネットを利用できる生徒の意欲が高い。インター
ネットを利用できる場合又は、利用できない場合においても、それぞれのグループで、携帯電話を
保有している生徒の意欲が比較的高い。
因子 2「情報活用の知識・技能」でも、因子 1と同様で、図 4のように、携帯電話の保有の有無よ
りも、インターネット接続の有無の影響が大きく、家庭でインターネットを利用できる生徒の知識・
技能の意識が高い。インターネットを利用できる場合又は、利用できない場合においても、それぞ
れのグループで、携帯電話を保有している生徒の知識・技能の意識が比較的高い。
因子 3「情報モラルの理解」については、図 5のように、家庭でインターネットを利用できる生徒
の情報モラルの理解の意識が高いのは図 3、4と同様の傾向であるが、インターネットを利用できる
図２ 中学生の情報活用に関する意識、7月学年別結果
（1年生 404名、2年生 423名、3年生 434名）
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場合又は、利用できない場合のそれぞれのグループで、携帯電話を保有している生徒の意識は逆に
低くなっている。
因子 4「情報モラルを守る態度」についても、図 6のように、因子 3の場合と同様で、家庭でイン
ターネットを利用できる生徒の情報モラルを守る態度の意識が高いが、インターネットを利用でき
る場合又は、利用できない場合のそれぞれのグループで、携帯電話を保有している生徒の意識は低
くなっている。
因子 5「情報の送受信への興味・関心」については、図 7のように、家庭でインターネットの利用
の有無よりも、携帯電話の保有の有無の影響が強く現れている。携帯電話を有している生徒の情報
の送受信への興味・関心が高くなっている。また、携帯電話の有無の違いによるそれぞれのグルー
プでは、家庭でインターネットを利用できる生徒が高くなっている。
これらの結果から、インターネットを日常的に利用している生徒ほど情報の有効活用への意欲や
知識・技能の意識が高くなっている。また、情報モラルの理解、守る態度は、全体的に意識が高い
が、携帯電話を保有している生徒の意識はやや低い傾向にある。さらに、情報の送受信への興味・
図４ 因子 2「情報活用の知識・技能」の回答得点
図３ 因子 1「情報の有効活用への意欲」の回答得点
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図５３ 因子 3「情報モラルの理解」の回答得点
図６ 因子 4「情報モラルを守る態度」の回答得点
図７ 因子 5「情報の送受信への興味・関心」の回答得点
154 平 形 隆 正・ 林 徹 志・ 加 藤 幸 一
関心は、インターネットや携帯電話の有無にかかわらず全体的に低いが、インターネットの利用状
況にかかわらず、携帯電話を持っている生徒の意識が高くなっている。
このように、本調査で作成した「情報活用に関する意識調査表」により、中学生の情報活用に関
する意識の状況をとらえることができた。また、家庭でのインターネット利用の状況や携帯電話の
保有状況により、生徒の意識の様子に特徴的な違いもみられた。
これらの分析結果を踏まえて、今回作成した調査表により、学習集団の意識の特徴をとらえ、情
報活用能力の育成や情報モラルの指導の工夫、改善に役立てていくことは有効であると考える。
?．情報モラルの指導効果の分析
３．１ 目的
情報活用尺度を授業評価に用いて、すなわち、授業の進度に沿って「情報活用に関する意識調査」
を継続的に実施して、授業の進行に伴う生徒の意識の変容を明らかにしようとした。さらに、生徒
の授業への取組の様子や生徒作品を評価して、これらの相関から作成した情報活用尺度の有効性を
検証しようとした。
３．２ 授業実践の概要
群馬県内の公立A中学校の協力を得て、学習前後の意識調査及び、生徒作品の分析を平成 18年 7
月から 11月にかけて行った。A中学校は各学年とも単一学級の小規模校で、調査を実施した第 2学
年には 30名の生徒が在籍している。
３．３ 学習題材・調査分析の概要
A中学校では、1年次に技術とものづくりの内容(1)～(4)、2年次に情報とコンピュータの内容
(1)～(4)を、それぞれ 35単位時間の計画で実施している。2年次の情報とコンピュータの学習の導
入題材として、「自己紹介カードをつくろう」が位置付けられている。A中学校では 11月に行われ
る文化祭に地域のお年寄りを招待している。この日は、生徒が 1日お年寄りに随行し様々な催しを
行って、文化祭当日、招待者である地域のお年寄りに制作した自己紹介カードを渡している。
本調査はワープロソフト、インターネットの利用を通して「自己紹介カード」を制作する表 4の
9時間の授業を対象とした。「自己紹介カードをつくろう」の学習の前後に、前出表 2の「情報活用
に関する意識調査表」を用いて意識調査を実施した。また、生徒が制作する「自己紹介カード」に
ついて、素案から完成までの生徒作品について分析をした。
３．４ Ａ中学校２年生の情報活用に関する意識の特徴
平成 17年 10月に実施した 11中学校 1,339名及び、平成 18年度に実施したA中学校 2年生 30
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名の 5因子についての意識調査結果（平均値）を図 8に示す。
A中学校 2年生は、中学生の全体的な傾向とほぼ同様であるが、因子 2「情報活用の知識・技能」
については、平成 17年度の平均値よりもやや低くなっている。また、因子 3「情報モラルの理解」
及び、因子 5「情報の送受信への興味・関心」はやや高く、因子 1「情報の有効活用への意欲」、因
子 4「情報モラルを守る態度」は、ほぼ同じ数値となっている。
こうした結果から、A中学校 2年生の特徴として、情報の送受信への興味・関心は高く、情報モ
ラルについての理解は進んでいるものの、情報活用の知識・技能に自信のない生徒が多いというこ
とが分かる。
３．５ 生徒作品の分析について
３．５．１ 分析の概要
「自己紹介カードをつくろう」の学習は、以下の表 4に示すような学習過程を通して、自己紹介
カードを完成させ、文化祭で実際に使用し、学習のまとめをしていく。なお、その際、教師は情報
活用に関する意識調査結果を踏まえ、指導・支援の工夫を行っていった。
図８ H17全生徒・A中 2年生の意識調査結果
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表４ ?自己紹介カードを作ろう」の学習の経過
授業回数 学 習 内 容 学 習 形 態 等
1 ○ワープロソフトやインターネットの利用 ・一斉指導 ・実習
2 ○学習課題の設定 ・一斉指導 ・実習
3 ○第一次作品の制作 ・実習 ・個別支援
4 ○生徒相互の評価・話し合い① ・班活動
5 ○第二次作品の制作 ・実習 ・個別支援
6 ○教師による情報モラルの指導 ・一斉指導
7 ○第三次作品の制作 ・実習 ・個別支援
8 ○生徒相互の評価・話し合い② ・班活動
9 ○第四次作品（完成品）の制作 ・実習 ・個別支援
３．５．２ 生徒作品の評価方法
生徒が制作した自己紹介カードの第一次作品～第四次作品について、表 5に示す①～④の観点の
評価基準にそって担任が評価し、得点化していった。
表５ 生徒作品の評価の観点
項目 評価の観点 評 価 基 準
① 個人情報の取り扱い
・電話番号、住所がともになし 3点
・どちらかがある 2点
・両方ある 1点
② 著作権・肖像権の配慮
・著作権・肖像権フリー素材を利用 3点
・著作権・肖像権への配慮あり 2点
・全く配慮なし 1点
③ ワープロソフト機能活用
・文字飾りや文字の大きさ、図の挿入や配置など、活用してい
るワープロソフトの機能の個数
④ 情報の個数 ・情報の個数
生徒の第一次作品～第四次作品について、評価の観点①～④の基準で評価した結果（全生徒 30名
の得点の平均値）の推移を図 9に示す。
第一次作品では、項目①個人情報の取り扱い、項目②著作権・肖像権の配慮、項目③ワープロソ
フト機能活用の評価点が低いが、項目④情報の個数については高くなっている。第二次作品では、
項目①～④の評価点が概ね上昇しており、特に項目③に対する評価点の上昇が大きい。第三次作品
では、項目①の評価点は全生徒が満点の 3点となり、項目②については 2点に近づいた。第四次作
品では、項目①の評価点は 3点、項目②では 2点になった。また、項目③の平均値は増大し、項目
④は逆に減少した。
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３．５．３ 生徒作品の分析
前述の学習過程を踏まえ、評価結果を分析すると、第一次作品の制作後に実施した「生徒相互の
評価・話し合い①」により、第二次作品の機能活用や情報の個数が増加していったと考えられる。
なお、この時点では、個人情報や著作権・肖像権についての変化は作品の評価からは認められなかっ
た。
また、第二次作品制作後に行った「教師による情報モラルの指導」により、情報の個数が減少し
ており、ほとんどの生徒が個人情報の扱い、著作権・肖像権への配慮を見直している様子が、第三
次作品の評価から分かる。
そして、学習が進むにつれて、第 1次作品から第四次作品へと、ワープロソフトの機能活用につ
いても、生徒による相互評価・話し合い①、②や教師による指導・支援により、多くの機能を活用
し、作品の出来映えが向上していったことが分かる。
しかし、その反面で、自己紹介カードの情報の個数は、減少しており、特に生年月日や干支、星
座といったものまで、個人情報だから載せない、とする生徒も見られた。
このような結果から、作品を見直し、よりよいものとしていくうえで、生徒相互の評価や話し合
いが有効であること、個人情報の扱いや著作権・肖像権への配慮については教師による指導が有効
であること、教師による情報モラルの指導により、生徒は個人情報などの情報発信に慎重になり過
ぎてしまう傾向があることなどが明らかになった。
３．６ 学習前後の情報活用の意識の変容
前述の情報活用尺度を用いて、A中学校 2年生の「自己紹介カードをつくろう」の学習前後に意
図９ 生徒作品の項目ごとの評価点の推移
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識調査を実施したところ、図 10のような結果が得られた。
学習前後の意識の変容を見ると、因子 3「情報モラルの理解」は 0.31、因子 4「情報モラルを守る
態度」については 0.27ポイント上昇している。この 2つの因子の変容と、前出図 9の評価項目①個
人情報、②著作権・肖像権の推移を比較すると、個人情報や著作権、肖像権への配慮がなされると
ともに、情報モラルの理解や守る態度の意識が高まったことが分かる。
因子 1「情報の有効活用への意欲」は 0.22、因子 5「情報の送受信への興味・関心」は 0.47ポイン
ト低くなっている。この 2つの因子の変容と、評価項目④情報の個数のの推移を比較すると、第二
次作品で最大となった後、第四次作品で最小となっており、同様な傾向が見られた。すなわち、情
報モラルの指導によって、情報の有効活用への意欲や送受信への興味・関心などの意識を低下させ
ることになっている。
同様に、因子 2「情報活用の知識・技能」については 0.22ポイント低くなっているが、評価項目
③機能活用で評価した、ワープロソフトの機能活用数の評価点は飛躍的に上昇しているので、相反
する傾向を示した。このことは、学習前はある程度、知識や技能に自信があると思っていた生徒が、
実際の作業を通して自己評価基準を修正していったことに起因していると考えられる。
このように、生徒作品の評価結果と情報活用尺度でとらえた生徒の意識の変容には、生徒の情意
的な面で相関が見られ、情報活用尺度を用いて、生徒集団の意識の特徴をとらえておくことは、学
習過程や指導法の工夫・改善を図るうえで有効であると考える。しかし、学習が進むと、知識や技
能面に対する生徒の個人内の評価基準が変わっていき、意識調査だけではとらえられない面も多分
に見られるので、意識の変容と学習への取組状況、授業中の発言や感想などの見取りとの併用によ
り、生徒の具体的な変容をとらえていくことが重要である。
図10 学習前後の意識の変容
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?．おわりに
情報活用尺度を作成し、「情報活用に関する意識調査」を実施した。学年進行に伴う指導の効果や、
家庭でのインターネットの活用状況や携帯電話の保有状況が生徒の情報活用に対する意識に影響す
ることも明らかになった。これらの結果から、作成した「情報活用に関する意識調査表」は有効で
あると考えられた。
これらを踏まえて、情報とコンピュータの学習での導入題材の制作の授業を調査し、生徒の意識
調査結果と作品の評価との相関を分析しようとした。これにより、情報モラルの指導の効果につい
て検証することができた。
本研究を通して、中学生の情報活用に関する意識の状況と学習活動等との関係をみると、教師に
よる一斉指導やグループ内での話し合い活動により、「情報モラルの理解」や「情報モラルを守る態
度」にかかわる意識は比較的短期間で高まることが分かった。それと同時に、「情報の有効活用への
意欲」や「情報の送受信への興味・関心」にかかわる意識が低くなることも明らかになった。
今後とも、本研究で作成した情報活用尺度を用いるとともに、生徒の自己評価や生徒の意識の変
容をより生かした指導を取り入れてよりよい授業づくりや指導・支援を実現していきたい。
情報モラルの指導については、法律や決まりに基づき、単に禁止事項を教え込むのではなく、実
践的・体験的な活動を通して、基礎的・基本的な知識や技能、態度、すなわち情報活用能力をバラ
ンス良く育成し、情報の科学的な理解を取り扱いながら、情報への興味・関心、意欲を向上させる
方法を検討することも重要である。
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